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平成 30年７月５日から７日にかけて降った豪雨により安浦町は甚大な被害をこうむり、長い間市
民生活に大きな影響がでました。町内で見える山はどちらをみても山肌に土石流による爪痕が見え、
水害に見舞われた町は土砂がたまり土埃がたち、暑い中人々は疲れた表情で災害あとをかたづけてい
ました。
災害後１年を経過し、今でも災害直後のいやな記憶がよみがえります。まだ復旧には遠い状態です
が、災害直後の状態を記録して将来の災害に備えるよう、写真集を発行することにしました。
町内各地の被災状況を写した写真を見ると、安浦町内ほぼ全域で土砂災害、河川の崩壊が起こって
いることに唖然とします。だんだん記憶が薄れていきますが、写真を見ることにより改めて防災意識
を持つことを願っています。
「海と緑とロマンの町安浦」を復旧させるのに時間がかかるかもしれませんが、安浦町の住民そろっ
て頑張りましょう。

� 安浦町まちづくり協議会
� 会長　田中　敏弘

７月３日から降り始めた雨は５日になってもその雨脚は弱まることはなく、ますます激しく降り続
きました。空を見上げながら不安な思いで、雨脚の弱まることを祈る私たちの気持ちは天に届かなかっ
たのか、６日には大雨特別警報も出されました。そして、その日から安浦の風景も景色も穏やかな生
活も一変しました。
あれから１年が経ちました。思い出したくない梅雨の時期がやってきました。
大切なご家族を失ったご遺族の無念さ、悲しみ、そして被害を受けられた方々の生活再建へ向けて
の不安、ご苦労は計り知れないものがあると思います。
自然災害を無くすことはできません。しかし災害に備えることで被害を最小限にとどめることがで
きます。この写真集は災害の記憶を後世に伝え、備えの大切さを私たちに教えてくれるものになると
確信します。上

じょうし

梓に携わってくれたみなさまのご努力に感謝いたします。

� 安浦町自治会連合会
� 会長　由見　和雄

安 浦 町 消 防 団
安浦町自治会連合会
呉市社会福祉協議会
個 人 提 供 者 多 数

ご協力に感謝いたします。

写 真 提 供

石碑
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雨雲レーダーの推移

72Hr　最大雨量



災害の記録
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砂防堰堤を乗り越えた濁流

砂防堰堤の破壊

市原地区

市

原
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市原地区
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下垣内地区
下
垣
内
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下垣内地区

砂防堰堤を乗り越えた崖崩れ

下
垣
内
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中畑地区

中
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中畑地区
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中畑地区
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中畑地区
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中畑地区
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中央・駅北地区
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央
・
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北
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中央・駅北地区
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中央・駅北地区

中
央
・
駅
北



22
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内海地区
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横町商店街

内海地区

内

海
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茶道・北川

安浦小学校付近

内海地区

内

海
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南谷入口付近

川手神社付近

内海南２丁目付近

内海地区

内

海
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内海地区

内

海
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安登地区

安登東６丁目

安登東２丁目付近

安登中央ハイツ 安登西７丁目

安

登
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中切地区

市道：女子畑〜赤向坂線

赤向坂

中

切

赤
向
坂

赤
向
坂
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内平地区

災害発生地域

内

平
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女子畑

奥の谷池の堤防決壊

水田の冠水 女
子
畑
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原畑地区

災害発生地域

原

畑
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日之浦地区

日
之
浦
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三津口地区

水尻地区

憩の家附近

柏島神社務所

流木の回収 三津口湾：杭式カキ杭の破損

三
津
口

水

尻



平成 30年 7月安浦町では甚大な豪雨災害が発生し、他県・他市の行政支援
や応援派遣、日本赤十字社・各医療機関・社会福祉協議会・消防局・消防団・
保健所・自衛隊・警察などの救助隊災害派遣、一般ボランティアの長期間支援
や物資の提供など、全国の皆様に物心ともにお世話になりました。
町民一同、心より感謝致します。本当にありがとうございました。

災害支援の記録
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災害支援

消防局による捜索と救助活動

災害地区まで徒歩で行く
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消防団による捜索と救助活動

災害支援
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陸上自衛隊の災害支援活動

海上自衛隊呉教育隊の災害支援活動

災害支援
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警察による災害支援活動

一般ボランティアの活躍

災害支援
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一般ボランティアの活躍

災害支援
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食事・飲物などの提供

慰問コンサート

お花をもって慰問 ボランティアへの宿舎提供

災害支援
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医療関係

支援物資

炊出し

災害支援
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災害支援　仮設住宅関係

入居者とボランティアが餅つき大会を実施、参加者を接待されました。

入居者が積極的に料理を作って提供し、近隣住民やボランティアと花見をしました。
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災害支援

沖縄ボランティアの慰問で、郷土料理の提供やシーサー作り・カチャーシーの踊りなどを披露
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災害支援
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避難の手引き

自分の身を守るために早めの避難の心がけ

⬇︎⬇︎

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No.

平
成
三
十
年
七
月

平
成
二
十
二
年
七
月

昭
和
四
十
七
年
八
月
二
十・二
十
一
日

昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
~
七
月
八
日

昭
和
四
十
二
年
七
月
九
日

昭
和
三
十
九
年
六
月
二
十
七
日

昭
和
二
十
七
年
七
月
十
日

昭
和
二
十
六
年
七
月
中
旬

昭
和
二
十
年
九
月
十
七
日

明
治
三
十
六
年
七
月
十
四
日

明
治
十
七
年
八
月
二
十
五
日

年
月
日

豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
・
河
川
氾
濫

豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

集
中
豪
雨

豪
雨

七
号
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨

突
然
の
大
雨

豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ

豪
雨

枕
崎
台
風

集
中
豪
雨

暴
風
雨

災
害
の
形
態

町
内
各
地

安
登

町
内
各
地

町
内
各
地

町
内
各
地

内
海
・
三
津
口
市
街
地
・
野
呂
川

中
畑

町
内
各
地

安
浦
駅
周
囲
・
市
原
・
原
畑

内
海
・
茶
道
附
近

実
成
新
開

災
害
場
所

土
砂
崩
れ
に
よ
る
家
屋
流
出
と

野
呂
川
＆
中
畑
川
の
氾
濫
・
堤
防
決
壊

家
屋
の
倒
壊

床
上
・
床
下
浸
水
／
家
屋
の
全
半
壊
／
農
地
の
冠
水

床
上
・
床
下
浸
水
／
家
屋
の
全
半
壊

床
上
・
床
下
浸
水
／
家
屋
の
全
半
壊

床
上
・
床
下
浸
水
／
農
地
冠
水
／
河
川
決
壊
等

家
屋
の
倒
壊

田
畑
の
冠
水
・
橋
梁
の
流
出

中
畑
川
・
野
呂
川
の
氾
濫

中
畑
川
の
氾
濫
・
堤
防
決
壊

堤
防
決
壊

被
害
状
況

四
名

一
名

二
名

二
名

三
名

二
名

二
十
名
近
く

死
者

安浦町の災害
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平成３０年７月豪雨災害でお亡くなりになられた方々に、心から哀悼の意を表しますとともに、被
災された多くの皆様にお見舞いを申し上げます。
昨年の豪雨では、土砂崩れや河川の氾濫などが発生し、安浦町では尊い人命が失われました。また、
安浦駅前を中心とした広い範囲で浸水し、建物被害は、全体で９８０棟以上にのぼり、人々のくらし
に大きな影響を与えました。
その豪雨災害から約１年が経過いたしましたが、被災された方の中には、今もなお困難な生活を強
いられています。
安浦町の復旧・復興に向けた道のりは、これからまだまだ多くの時間を要しますが、一日も早い復
旧・復興を目指し、力を合わせて一歩ずつ着実に前進していかなければなりません。
このたび、安浦町まちづくり協議会において、災害の記憶を留め、当時の記録を後世に伝えること
により、地域の防災力向上に資することを目的に「災害記録誌」を発刊されますことは、誠に意義深
いことと存じます。この地域の安全・安心なまちづくりの礎になることを心からお祈り申し上げます。
結びに、「記録誌」作成に当たり、資料を提供いただきました皆様にお礼申し上げますとともに、
編集に携われました皆様に、敬意と感謝を申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

� 呉市　市民部　安浦市民センター
� 　　センター長　有田　真　　

平成３０年７月豪雨災害から１年経過いたしました。被害の大きかった安浦町は、安浦駅周辺や中
畑・市原地区など、まだまだ復興や生活再建が進んでいないのが現状です。
呉市社会福祉協議会では、平成３０年１０月から「呉市地域支え合いセンター」を開設し、被災さ
れた方々を生活支援相談員が訪問し、様々な生活上の相談や地域交流行事のお手伝いをさせてもらっ
ています。
時間の経過とともに被災された方々の境遇や心情は様々に変化してきています。それぞれのご事情
に配慮しながら、様々な専門機関と連携し、被災された方と一緒に解決策を考え、自立へのお手伝い
に全力で取り組んでいきたいと思います。
災害発生後、全国から多くのボランティアが被災地を訪れ、復興支援の活動に取り組んでください
ました。このたび、安浦まちづくり協議会において「災害記録誌」を発刊されることは、災害の記録
を後世に残すことに留まらず、その後のボランティア活動を含めた支え合い、助け合いの記録として
大変貴重なものであると思います。この記録誌が今後の復興と地域の支え合いの輪が広がる礎となる
ことを祈念し、発刊のご挨拶とさせていただきます。

� 呉市社会福祉協議会　呉市地域支えあいセンター　
� 副センター長　斎原　哲也

平成 30年７月５日から７日にかけて降った豪雨により安浦町は甚大な被害をこうむり、長い間市
民生活に大きな影響がでました。町内で見える山はどちらをみても山肌に土石流による爪痕が見え、
水害に見舞われた町は土砂がたまり土埃がたち、暑い中人々は疲れた表情で災害あとをかたづけてい
ました。
災害後１年を経過し、今でも災害直後のいやな記憶がよみがえります。まだ復旧には遠い状態です
が、災害直後の状態を記録して将来の災害に備えるよう、写真集を発行することにしました。
町内各地の被災状況を写した写真を見ると、安浦町内ほぼ全域で土砂災害、河川の崩壊が起こって
いることに唖然とします。だんだん記憶が薄れていきますが、写真を見ることにより改めて防災意識
を持つことを願っています。
「海と緑とロマンの町安浦」を復旧させるのに時間がかかるかもしれませんが、安浦町の住民そろっ
て頑張りましょう。

� 安浦町まちづくり協議会
� 会長　田中　敏弘

７月３日から降り始めた雨は５日になってもその雨脚は弱まることはなく、ますます激しく降り続
きました。空を見上げながら不安な思いで、雨脚の弱まることを祈る私たちの気持ちは天に届かなかっ
たのか、６日には大雨特別警報も出されました。そして、その日から安浦の風景も景色も穏やかな生
活も一変しました。
あれから１年が経ちました。思い出したくない梅雨の時期がやってきました。
大切なご家族を失ったご遺族の無念さ、悲しみ、そして被害を受けられた方々の生活再建へ向けて
の不安、ご苦労は計り知れないものがあると思います。
自然災害を無くすことはできません。しかし災害に備えることで被害を最小限にとどめることがで
きます。この写真集は災害の記憶を後世に伝え、備えの大切さを私たちに教えてくれるものになると
確信します。上

じょうし

梓に携わってくれたみなさまのご努力に感謝いたします。

� 安浦町自治会連合会
� 会長　由見　和雄
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